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自然と音楽が共演する20日間、霧
きり

音
おん

。

第40回 霧島国際音楽祭
特集  Special Feature



霧
島
国
際
音
楽
祭
（
以
下
「
霧き

り

音お
ん

」）
は
毎

年
７
月
中
旬
か
ら
約
20
日
間
、
霧
島
市
を
中
心

に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
７
月

18
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
、
約
60
人
の
音
楽
家

が
参
加
し
50
以
上
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

▔一
流
の
理
由

一
流
と
呼
ば
れ
る
理
由
の
一
つ
が
コ
ン
サ
ー

ト
の
質
の
高
さ
。
文
化
功
労
者
で
チ
ェ
リ
ス
ト

の
堤
剛
さ
ん
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
で
第
一
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
る
樫
本
大だ

い

進し
ん

さ
ん
、

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
で
活
躍
す
る
指
揮
者
の

サ
ッ
シ
ャ
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
ル
さ
ん
な
ど
、
国
内
外

の
一
流
音
楽
家
が
そ
ろ
い
ま
す
。

さ
ら
に
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
部
は
無
料
か
千
円

程
度
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
場
は
み
や

ま
コ
ン
セ
ー
ル
の
ほ
か
、
霧
島
神
宮
や
大
隅
横

川
駅
、
鹿
児
島
市
の
ザ
ビ
エ
ル
教
会
な
ど
、
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ

と
も
特
徴
で
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
が
、
プ
ロ
の
演
奏
家
の
登

竜
門
と
も
呼
ば
れ
る
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
存
在
。

一
流
の
音
楽
家
た
ち
を
講
師
に
迎
え
、
バ
イ
オ

リ
ン
や
チ
ェ
ロ
な
ど
７
種
類
の
楽
器
や
声
楽
、

室
内
楽
の
講
義
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
講
生
は
、

プ
ロ
の
演
奏
家
を
目
指
す
若
者
約
60
人
。
国
内

外
か
ら
応
募
が
あ
り
、
厳
し
い
審
査
を
通
過
し

た
人
だ
け
が
参
加
で
き
ま
す
。
卒
業
生
の
中
に

は
国
内
外
で
活
躍
す
る
音
楽
家
に
成
長
し
、
霧

音
に
演
奏
家
や
講
師
と
し
て
帰
っ
て
く
る
人
も

い
ま
す
。

▔40
回
ま
で
の
道
の
り

今
年
で
40
回
を
迎
え
、“
日
本
で
最
も
歴
史

の
あ
る
音
楽
祭
”
と
な
っ
た
霧
音
。
そ
の
歴
史

は
昭
和
45
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
、
来
日
中
だ
っ
た
※

ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ

ス
管
弦
楽
団
（
東
ド
イ
ツ
）
第
一
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
の
故
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト･

ボ
ッ
セ
さ
ん

に
、
鹿
児
島
短
期
大
学
教
授
の
野
村
三
郎
さ
ん

が
講
習
会
の
開
催
を
持
ち
掛
け
た
こ
と
が
発
端

で
す
。「
志
が
あ
っ
て
も
留
学
で
き
な
い
学
生

の
た
め
に
、
優
れ
た
音
楽
家
に
よ
る
教
育
と
音

楽
会
を
聴
け
る
機
会
を
つ
く
る
」
こ
と
が
目
的

で
し
た
。
場
所
は
ボ
ッ
セ
さ
ん
が
一
目
ぼ
れ
を

し
た
霧
島
が
選
ば
れ
ま
す
。
ボ
ッ
セ
さ
ん
は
演

奏
会
と
若
手
音
楽
家
育
成
を
二
本
柱
と
す
る
音

楽
祭
の
開
催
を
提
案
し
、
音
楽
監
督
に
就
任
。

そ
の
理
念
は
今
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

霧
音
は
、
昭
和
54
年
に
霧
島
の
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
で
初
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
60
年
に
は

地
元
が
県
に
本
格
的
な
音
楽
ホ
ー
ル
の
建
設
を

要
望
。
平
成
６
年
、
国
際
音
響
学
会
で
「
奇
跡

の
ホ
ー
ル
」
と
賞
賛
さ
れ
る
霧
島
国
際
音
楽

ホ
ー
ル
（
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）
が
完
成
し
、

主
会
場
と
な
り
ま
す
。
平
成
13
年
に
は
堤
剛
さ

ん
が
音
楽
監
督
に
就
任
。
霧
音
は
こ
れ
ま
で
入

場
者
32
万
５
千
人
、
受
講
生
は
海
外
20
カ
国
を

含
む
４
４
０
０
人
、
公
演
は
千
回
を
超
え
る
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
音
楽
祭
に
成
長
し
ま
し
た
。

中
学
か
ら
吹
奏
楽
部
で
ホ

ル
ン
を
始
め
、
１
年
の
と
き
に

霧
音
の「
管
の
祭
典
」を
聴
い
て

感
動
し
ま
し
た
。
中
学
３
年
の

と
き
、
同
公
演
に
出
演
し
た
こ

と
が
き
っか
け
で
、
音
楽
が
も
っ

と
好
き
に
。
大
学
の
音
楽
科

に
進
み
、マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
で
憧

れ
の
音
楽
家
に
教
わ
る
機
会

が
あ
る
と
知
っ
て
昨
年
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
技
術
的
な

悩
み
が
解
決
し
、
フ
ァ
イ
ナ
ルコ

ン
サ
ー
ト
で
は
世
界
レ
ベル
の
音

楽
を
間
近
で
体
感
。
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
も
す

ご
く
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
受
講
生

内
村 

梨
乃
さ
ん（
19
）

国
分
在
住

※世界で最も歴史の古い名門オーケストラ。

❶

❷

❼

❺

❽

❻

❾

自
然
と
音
楽
が
共
演
す
る
20
日
間	

霧き
り

音お
ん

。

❶自然に囲まれたみやまコンセー
ル　❷バスを待つマスタークラス
の受講生　❸開催期間中、沿道
を彩る旗　❹サッシャ・ゲッツェ
ルさん　❺世界五大歌劇場を制
覇したソプラノ歌手のアンドレ
ア・ロストさん　❻音楽監督の堤
剛さん　❼霧島神宮かがり火コ
ンサート　❽受講生の練習風景	
❾マスタークラスで指導する世界
的ピアニストのエリソ・ヴィルサ
ラーゼさん

第
40
回

国内外から「世界一流の音楽祭」と高い評価を得る霧島国際音楽祭。
今年で40回を迎える音楽祭の魅力を紹介します。

thAnniversary

❹ ❸

第39回のファイナルコンサートの様子

世
界
レ
ベ
ル
の
音
楽

学
ぶ
機
会
こ
こ
に
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霧島市内の主な公演スケジュール一覧

20日	 15：00〜 17：00
	 山下洋輔	アフタヌーンJAZZコンサート
	 みやまコンセール	 4,000円
	 19：30〜 20：40
	 霧島神宮かがり火コンサート
	 霧島神宮

21日	 14：00〜 16：00
	 アニバーサリー・ガラコンサートMUSIC×CGアート
	 みやまコンセール	 5,000円
	 公演後　ビュッフェパーティー
	 みやまコンセール	 2,000円
27日	 13：00〜 13：45
	 霧島国際音楽祭賞		受賞者の競演
	 みやまコンセール	 1,000円
	 17：00〜 18：00
	 エリソ・ヴィルサラーゼ		ピアノ・リサイタル
	 みやまコンセール	 3,000円
28日	 12：00〜 13：40
	 ダン・タイ・ソン&カルテット・アマービレ
	 スペシャルコンサート
	 みやまコンセール	 4,000円
	 15：00〜 16：40
	 樫本大進	スペシャルコンサート
	 みやまコンセール	 4,000円
29日	 11：30〜 12：00
	 足湯コンサート
	 霧島温泉市場（牧園町高千穂3878-114）

30日	 20：00〜
	 大隅横川駅平和コンサート
	 ＪＲ大隅横川駅

	 	 	 	
1日	 19：00〜 21：00
	 霧島国際音楽祭in国分「管の祭典」	
	 霧島市民会館	 1,500円
4日	 14：00〜 16：00
	 ファイナルコンサート
	 みやまコンセール	 6,000円

※公演の料金は一般料金。高校生以下や当日券は異なります。

�問・�申＝�みやまコンセール��☎（78）8000
公演の詳細は霧島国際音楽祭ホームページから

「友の会」入会でもっと霧音を楽しもう
霧音に来る音楽家や受講生を市民レベルで応援するために
設立された霧島国際音楽祭友の会。音楽祭の発展や音楽を楽
しめる地域づくりに貢献するために活動しています。
◦会員特典
◦�音楽祭コンサートチケットの先行予約やプレゼント、特別料金で
の購入（一部無料）、ビュッフェパーティーの優先予約ができます。

◦�マスタークラス（一流演奏家による講習会）や祝祭管弦楽団、ファ
イナルコンサートのリハーサルが無料で見学できます。�
◦�かごしまミューズ・クラブ会員に特別料金で入会できます。
◦入会資格＝市内外問わず誰でも
◦年会費＝�個人会員3,000円（個人会員の家族は2,000円）／高

校生以下会員1,000円／法人会員１口10,000円
�問・�申＝�霧島国際音楽祭きりしま友の会事務局（スポーツ・

文化振興課内）�☎（64）0710

毎
年
、
期
間
の
序
盤
に
１
日
だ
け
み
や
ま
コ

ン
セ
ー
ル
前
の
緑
地
で
行
わ
れ
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

パ
ー
テ
ィ
ー
。
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
、
が
ね
や
煮

し
め
な
ど
の
郷
土
料
理
は
牧
園
町
の
霧
島
温
泉

駅
地
域
振
興
会
や
霧
島
の
飲
食
店
な
ど
11
団
体

が
朝
か
ら
準
備
し
ま
す
。
緑
の
木
々
に
囲
ま
れ

た
会
場
で
は
、
音
楽
家
や
来
場
者
、
地
域
住
民

ら
約
２
０
０
人
が
料
理
を
手
に
歓
談
し
、
和
や

か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。
そ
の
光
景
に
音
楽
監

督
の
堤
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い
手
料
理
を
大
自

然
の
中
で
味
わ
え
る
。
音
楽
以
外
に
地
元
の
方

と
交
流
で
き
る
こ
と
は
音
楽
家
全
員
の
楽
し

み
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

音
楽
祭
の
期
間
中
、
受
講
生
た
ち
に
練
習
の

場
所
と
ピ
ア
ノ
を
貸
し
出
す
「
ピ
ア
ノ
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
」
も
地
元
住
民
の
も
て
な
し
の
一
つ
。

霧
島
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
本
格
的
な
ピ
ア
ノ
の

調
べ
が
聞
こ
え
ま
す
。

▔あ
な
た
に
も
身
近
な
音
楽
祭
に

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
「
友
の
会
」
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
昭
和
61
年
に
牧
園
と
霧
島
の
友

の
会
が
、
翌
年
に
は
鹿
児
島
友
の
会
が
発
足
。

各
会
が
音
楽
祭
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、

音
楽
家
を
料
理
で
も
て
な
す
交
流
会
や
地
元
住

民
も
参
加
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
。
敷
居
が
高
い
と
思

わ
れ
が
ち
な
音
楽
祭
を
、
次
第
に
身
近
な
存
在

に
し
て
い
き
ま
し
た
。
会
員
に
は
公
演
チ
ケ
ッ

ト
の
割
引
や
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
無
料
聴
講
な

ど
の
特
典
も
。
平
成
28
年
に
は
牧
園
と
霧
島
の

友
の
会
が
「
き
り
し
ま
友
の
会
」
と
な
り
、
各

会
の
会
員
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
40
回
を
盛
り
上
げ
る
た
め
友
の
会

な
ど
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
結
成
。
市
と
協

力
し
て
霧
音
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
一
度
も
霧
音
を
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
人
も
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
40
回
の
節
目
に
「
世
界
一
流
」

の
音
楽
祭
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

無 料

無 料

無 料

7 月

8 月

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
留

学
し
て
い
た
と
き
、
本
場
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
オ
ペ
ラ
に
親
し
み
ま
し

た
。
１
年
前
に
霧
島
市
に
移

住
し
妹
や
知
人
か
ら
霧
音
の

こ
と
を
教
わ
る
と
、
本
格
的

な
音
楽
を
気
軽
に
楽
し
め
る

と
知
り
、
今
年
妻
と
霧
音
を

満
喫
で
き
る「
友
の
会
」に
入

会
。
ジ
ャ
ズ
の
山
下
洋
輔
さ

ん
や
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
、ビ
ュッ

フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。
自
然
に
囲
ま

れ
、
文
化
的
な
暮
ら
し
が
で

き
る
。
い
い
所
に
住
め
た
と
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

霧
音
開
催
当
初
か
ら
、
自

宅
の
ピ
ア
ノ
を
受
講
生
た
ち

に
開
放
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
す
ご
い
集
中
力
で
練
習

に
打
ち
込
む
姿
を
見
守
っ
て

き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
そ
ば
で
聴
く
と
、
い
つ

も
心
が
躍
り
ま
す
。
感
謝
の

言
葉
が
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
や
受

講
生
か
ら
頂
い
た
手
紙
は
私

の
宝
物
。
数
年
ぶ
り
に
再
会

す
る
受
講
生
は
私
の
こ
と
を

覚
え
て
い
て
く
れ
て
、
本
当

の
子
ど
も
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
応

援
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
歓
迎
し
て
い
き
た
い
で
す
。

友
の
会
新
規
会
員

中
尾 

正
一
郎
さ
ん（
71
）

国
分
在
住

ピ
ア
ノ
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

協
力
者

弓ゆ

削げ 

眞
智
子
さ
ん（
66
）

牧
園
町
在
住

一
流
を
支
え
る

地
元
の
歓
迎

霧
音
の
魅
力
は
音
楽
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

霧
島
の
自
然
と
地
元
住
民
の
お
も
て
な
し
が

多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

実行委員会が主催する霧音のプレイベント。
市内各所で誰でも楽しめるコンサートを開
催

友
の
会
入
会
で

霧
音
を
満
喫

受
講
生
の
頑
張
り

応
援
し
た
い

自然と音楽が共演する20日間	―	霧
きり

音
おん

。

第40回	霧島国際音楽祭
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Topic of kir ishima city まちの話 題 市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

第
12代霧島ふるさと大使の選考会が５月12日、国
分公民館であり、（写真左から）佐藤七

なな
星
せ
さん

(20)、牧沙
さ
菜
な
弥
み
さん(25)、水

つ
流
る
添
ぞえ
光
ひかり
さん(20）に決まり

ました。７月から１年間、霧島の魅力をPRしていきます。

霧島ふるさと大使が決定

江
戸時代に金脈が発見され、日本でも屈指の産出
量を誇った横川町の山ヶ野金山跡を巡るイベ

ントが５月４日にありました。午後には砂金探しを行
い、参加者は小さな「お宝」を見逃すまいと夢中でした。

金山の史跡を巡って宝探し

春の交通安全運動出発式

親子で縄文文化を疑似体験

縄
文の森春まつりが、５月３日から５日にかけて
国分の上野原縄文の森で開催されました。多く

の家族連れでにぎわい、アクセサリー作りや火おこし
など体験活動を楽しむ子どもの笑顔があふれました。

新たな気持ちでスタート
令和初日に婚姻届続々

令
和初日の５月１日、市は婚姻届受け付けのため
の24時間臨時受付窓口を設け、婚姻届を提出

した人には、記念に日付を記載した預り書を発行しま
した。前夜から順番を待つ人もあり、通常、月に50
組程度のところ、この日だけで55組の届け出があり
ました。「令和」の最初に婚姻届を提出した隼人町の肥
後卓
つな
樹
き
さん（32）と隈元柚

ゆ
里
り
さん（24）は、「記念に新し

い時代の『令和』で婚姻届を出そうと話し合って決め
た。平和な時代になってほしい」と口をそろえました。

5 月11日から20日までの春の全国交通安全運動
に向けた出発式が５月10日に、市民会館前であ

りました。式の後、参加者約200人は県道60号線に移
動し、通行車両の運転手に交通安全を呼び掛けました。

CIVIC NEWS

霧
島
つ
つ
み
」
と
は
、

霧
島
の
豊
富
な
食

材
を
「
包
み
」
料
理
に
し
て
み
ん

な
で
お
い
し
く
食
べ
、
全
国
へ
発

信
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

市
の
食
ブ
ラ
ン
ド
「
ゲ
ン
セ
ン

霧
島
」
を
手
掛
け
る
霧
島
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
推
進
協
議
会
が
、「
自

然
や
そ
の
恵
み
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
た
ち
の
思
い
に
包
ま
れ
て
い
る

霧
島
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た

ご
当
地
料
理
の
開
発
を
呼
び
掛
け
、

市
内
の
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
な
ど
12

団
体
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
が
考
案

し
た
料
理
を
「
霧
島
つ
つ
み
」
と

し
て
、
５
月
か
ら
販
売
を
始
め
ま

し
た
。
料
理
は
霧
島
産
の
食
材
を

２
品
以
上
使
用
し
、
中
身
が
す
っ

か
り
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
霧
島
つ
つ
み
に

参
加
す
る
飲
食
店
や
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
考
案
し
た
料
理
は
、

同
協
議
会
や
商
工
会
議
所
な
ど
が

連
携
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

参
加
料
＝
３
千
円
（
１
団
体
）

⃝

参
加
期
間
＝
登
録
か
ら
１
年
間

◎	

�問
＝
霧
島
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
推

進
協
議
会
（
霧
島
Ｐ
Ｒ
課
内
）

☎（
64
）０
７
０
５

霧島の新たなご当地料理

「霧島つつみ」が誕生
香ばしい「高菜のお焼き」など、霧島の
「包む」郷土料理４品を学びます。
■霧島つつみワークショップ
◦日時＝８月６日（火）午前10時～午後１時
◦場所＝霧島保健福祉センター（霧島田口500）
◦参加費＝2,100円
◦定員＝先着15人
◦必要な物＝エプロン、室内スリッパ
◦受付＝６月16日（日）から
�問・�申＝�NPO法人霧島食育研究会��☎090（4982）8898

写真 料　　理　　名 店　　舗
1 霧島cha-Roll 廻る寿司めっけもん国分店

2 ラーメン屋さんの
霧島ベジ春巻き 十八番ラーメン霧島隼人店

3 つきあげすもじ 植山かまぼこ屋

4 霧島神話豚のラグー
フィルム包みオーブン焼き オーベルジュ異人館

5 霧島産そば粉のガレット
6 黒豚餅ぎょうざ 黒豚の館

7 三種の黒
地物包み茶蒸し仕立て 霧島温泉ソサエティ

8 霧島きんぴらうどん包（パオ） ふく福国分店9 霧島FLOWER生春巻き

10
梅と里芋のごま団子

森の弁当やまだ屋生姜と栗のおむすび
霧島茶ぶし

11 霧島の味
創作生春巻きサラダ 霧島国際ホテル

12 霧島クロケット みやま本舗国分店

13 黒さつま地鶏と竹子の米の
手毬寿司 溶岩焼鳥金

1

�

5

7

9

6

8

2

�

3

�

4

�

ぜひご賞味
ください♪

※�店舗によって提供する内容を変更する場合があります。
提供時期や数量は各店舗で異なります。

■霧島つつみ販売店（５月１日現在）
※参加店舗募集中
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公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
が
発
表
し
た「
レ

ジ
ャ
ー
白
書
２
０
１
８
」
に
よ
る
と
２
０
１
７

年
の
１
年
間
に
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
し
た
人
は
６
７
０
万

人
、
日
本
の
人
口
の
約
５
％
に
当
た
り
、
練
習
場
の
利
用

者
な
ど
を
含
め
る
と
さ
ら
に
多
く
の
人
が
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ル
フ
に
は
審
判
が
い
ま
せ
ん
。
故
意
に
ル
ー
ル
違
反

す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
前
提
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
最
初
に
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
項
目
が
書
か
れ

て
い
て
、非
常
に
マ
ナ
ー
を
重
ん
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら「
紳

士
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

全
18
ホ
ー
ル
を
い
か
に
少
な
い
打
数
で
回
れ
る
か
を
競

い
ま
す
。
天
候
や
地
形
に
よ
っ
て
１
打
１
打
の
難
易
度
が

変
わ
る
た
め
、
精
神
的
な
強
さ
が
と
て
も
大
事
。
ど
こ
を

狙
っ
て
打
つ
か
、
ど
の
ク
ラ
ブ
を
使
う
か
戦
略
も
重
要
で
、

選
手
の
性
格
が
よ
く
出
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

本
市
に
は
ゴ
ル
フ
場
が
４
カ
所
あ
り
、
２
カ
所
が
国
体

の
会
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
成
年
男
子
の
会
場
と
な
る
霧

島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
、
第
一
工
業
大
学
工
学
部
自
然
環
境

工
学
科
４
年
の
三
好
紫し

ゅ
う
ま

優
眞
さ
ん（
22
）、
帆
足
優ゆ

う

司じ

朗ろ
う

さ

ん（
21
）
に
初
め
て
の
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

三
好
さ
ん
は
「
な
か
な
か
ボ
ー
ル
が
真
っ
直
ぐ
飛
ば
な
く

て
難
し
か
っ
た
け
ど
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
プ
レ
ー
す
る
の

は
気
持
ち
良
か
っ
た
」、帆
足
さ
ん
は
「
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー

す
る
だ
け
で
な
く
、
食
事
や
温
泉
も
楽
し
め
た
。
練
習
し

て
上
達
し
た
ら
、
ま
た
来
た
い
」
と
二
人
と
も
プ
レ
ー
内

容
に
悔
し
さ
が
残
る
中
に
も
、
ゴ
ル
フ
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

市
内
に
は
練
習
場
も
２
カ
所
あ
り
、
ク
ラ
ブ
を
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

サッカー（女子）
ハンドボール
馬術
剣道
銃剣道
ゴルフ
グラウンド・ゴルフ
パークゴルフ
ジャズ体操
サッカー（知的）

◦営業時間＝午前６時30分～午後７時30分　◦定休日＝なし、月曜（祝日
の場合は翌日）はセルフプレーのみ　◦場所＝牧園町高千穂3311
�問＝霧島ゴルフクラブ�☎（78）2324

溝辺カントリークラブ
美しい四つの池を戦略的に配置した本格派コース。鹿
児島空港から車で10分、東に霧島山、南に桜島を望む場
所にあります。
◦�営業時間＝午前７時～午後６時
◦�定休日＝なし
◦�場所＝溝辺町有川963-11
�問＝�溝辺カントリークラブ
☎（59）3711

いざ! 　    国体
Vol.2

ゴルフ（成
年男子・少

年男子）

◦�日程＝令
和２年10月

７日（水）～
９日（金）（

３日間）

◦場所＝成
年男子／霧

島ゴルフク
ラブ、

少年男子／
溝辺カント

リークラブ

問＝国民体
育大会推進

課��☎（64）
0736

※�女子は、
鹿児島高牧

カントリー
クラブ（姶

良市）で開
�

催。

絶景の大自然の中で自分自身と闘う

コースに出る前にショット練習

おいしい食事で会話も弾む

天然温泉で心もくつろぐ

レストランで味わえる本格的な料理

令和２年に鹿児島県で開催される第75回国民体育大会、第20回全国障がい者スポーツ大会。
霧島市では10競技が会場となっています。その中から、今回はゴルフ競技の魅力を紹介します。

熱 い 鼓 動 風 は 南 か ら

■�国分ゴルフ練習場
◦��営業時間＝月・火・金は午前８時～午後10時
　上記以外は午前８時～午後９時30分
◦�定休日＝なし
◦�場所＝国分重久62-1　
�問＝国分ゴルフ練習場��☎（45）4151

■ゴルフパークウチダ
◦�営業時間＝午前８時～午後10時（受付は午
後９時まで）

◦�定休日＝なし
◦�場所＝国分川原1329-1　
�問＝ゴルフパークウチダ��☎（46）4463

■かごしま空港36カントリークラブ
◦�営業時間＝午前７時～午後６時
◦�定休日＝なし
◦�場所＝横川町下ノ1023
�問＝かごしま空港36カントリークラブ

☎（72）1081

■高千穂カントリー倶楽部
◦�営業時間＝午前７時～午後６時
◦�定休日＝元日のみ
◦�場所＝霧島田口2703-20
�問＝高千穂カントリー倶楽部

☎（57）1255

ゴ　ル　フ　場ゴルフ練習場

第
一
工
業
大
学
工
学
部

自
然
環
境
工
学
科
４
年

帆
足�

優
司
朗
さ
ん（
21
）

第
一
工
業
大
学
工
学
部

自
然
環
境
工
学
科
４
年

三
好�

紫
優
眞
さ
ん（
22
）

■�国体ゴルフ競技の実施方法
１日18ホール、２日間合計36ホールの※ストロークプレー。

１チーム３人で構成。成年男子・女子・少年男子の３種別で行わ
れ、それぞれ個人戦、団体戦の成績を競う。
※�全ホールの合計打数で順位を付ける試合方式。打数が少ない人が上
位となる。

霧島ゴルフクラブ
1957年に開場した県内初のクラブ。標高400m

の高台に位置し、南に錦江湾に浮かぶ桜島、北に
緑深い霧島山の雄大な眺望を誇ります。

成年男子会場

少年男子会場

ゴルフには、全員が気持ち良くプレーするためのマナー
があります。そのうちのいくつかを紹介します。
・�服装は、基本的に襟付きにパンツスタイル。
（Tシャツやランニングシャツ、ジーンズ、サンダルなどは不可）
・�速やかにプレー、移動する。
・�他の人が打つ時は動かない、話さない。
・�打つ人の視界に入らないようにする。

ゴ
ル
フ
の
マ
ナ
ー

Let's play
GOLF
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生
産
者
や
メ
ー
カ
ー
か
ら
商
品
を
仕
入

れ
、
飲
食
店
や
病
院
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
顧
客
に
販
売
す
る
卸
売
業
。
製
造
と
販

売
、
双
方
の
動
向
を
把
握
し
、
顧
客
の
要
望

に
よ
り
良
い
商
品
を
提
供
し
た
り
、
一
定
の

在
庫
を
確
保
し
て
流
通
を
安
定
さ
せ
た
り
す

る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

卸
売
業
と
し
て
創
業
48
年
目
を
迎
え
る
の

が
岩
田
産
業
㈱
で
す
。
地
産
品
を
多
く
取
り

扱
う
だ
け
で
な
く
、
商
品
開
発
や
生
産
者
の

六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
企
業
と
し
て
九
州
・
山
口

地
区
に
17
事
業
所
を
構
え
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
国
分
敷
根
に
あ
る
霧
島
国
分
営
業
所
で
す
。

こ
こ
で
は
、冷
蔵
・
冷
凍
二
層
式
の
ト
ラ
ッ

ク
９
台
で
市
内
外
の
約
３
０
０
社
に
飲
食
料

品
を
卸
し
て
お
り
、
常
時
取
り
扱
う
商
品
は

２
４
０
０
品
目
以
上
に
な
り
ま
す
。

平
均
年
齢
が
29
・
５
歳
と
若
い
同
事
業
所

で
、
商
品
の
仕
入
れ
と
倉
庫
の
管
理
を
任
さ

れ
て
い
る
の
が
入
社
７
年
目
の
松
本
航
季
さ

ん（
28
）で
す
。
同
社
で
働
い
て
い
た
大
学
の

先
輩
か
ら
会
社
の
魅
力
を
聞
き
、
入
社
を
決

意
。
霧
島
国
分
営
業
所
の
開
設
を
き
っ
か
け

に
、
入
社
２
年
目
で
鹿
児
島
支
店
か
ら
地
元

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

「
季
節
や
消
費
の
流
行
を
先
読
み
し
て
、

そ
れ
に
合
っ
た
商
品
を
発
注
す
る
の
が
難
し

い
け
ど
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
在
庫
を
切
ら

さ
ず
顧
客
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

常
に
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
話
を
聞
い
て
情
報

収
集
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
真
剣
な
表
情
を

見
せ
ま
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
、
自
分
の
会
社

が
卸
し
て
い
る
飲
食
店
で
食
事
を
し
て
い
る

人
の
笑
顔
を
見
た
と
き
。「
幸
せ
な
食
生
活

の
お
手
伝
い
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
す
」。

同
社
で
は
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
で
き
る
人
を
育
て
る
。
そ
れ
が
一
人
の

人
間
と
し
て
の
成
長
に
な
り
、
さ
ら
に
は
顧

客
満
足
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
、
社
員
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
同
年
代
が
多
い

の
で
何
で
も
気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
生
き
生
き
と
話
す
表
情
が
、
充
実

し
た
毎
日
を
表
し
て
い
ま
す
。

OFF

市ホームページ
で、このコーナー
の バ ッ ク ナ ン
バーをご覧いた
だけます。➡岩田産業㈱　霧島国分営業所�商品管理副主任

松本�航季さん（28）
隼人町出身。加治木高校、福岡国際大学国際コミュ
ニケーション学部卒業。平成25年同社に入社。趣
味は映画鑑賞と散歩。家族３人で隼人町在住。

ON

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠入浴

朝食出勤

退勤

社内清掃、
朝礼

夕食

テレビ・映
画鑑賞、英
語の勉強

勤務
勤務

昼
食

1日の
タイム
テーブル

残業

同年代が多く、

何でも相談しやすい

会社です。

育児休業取得者数（男／女）：1人（0人／ 1人、H30年度）
初任給：17.5万～ 20.7万円
勤務時間：�①午前６時30分～午後３時30分
� ②午前８時30分～午後５時30分（年間休日115日）

従業員数（男／女）：12人（10人／ 2人）
平均年齢：29.5歳
有給休暇の平均取得日数：6日／年
月平均残業時間：40時間

代表者：代表取締役　岩田�章� 創　業：昭和46年４月
資本金：5,000万円� 全社売上高：286億円（平成30年度）
平成30年採用実績（新卒/それ以外）：80人（20人/60人）

国分敷根165　☎0995（73）6337
http://www.iwatasangyo.co.jp/

岩田産業㈱��霧島国分営業所
取材協力企業

岩田産業 検索

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第23回は岩田産業㈱の松本航季さん（28）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

ワーク
vol.23

流行を先読みして、安定した食の流通を支える。

◦場所＝隼人町見次325-1
◦�営業時間＝午前11時～午後３時、午後６時～ 10時
◦店休日＝月曜　◦駐車場＝10台（第2駐車場あり）
問＝担担隼人店��☎（43）7550

担
たん

担
たん

隼人店

仕 事帰りにはよく市内の温泉に行ったり、
職場の同僚とご飯を食べに行ったりし

ています。毎週通うのが隼人町見次にある中華
料理「担担」。
どの料理もボリューム満点で安いのが魅力で
す。一番のお気に入りはマーボーナス定食。甘
いナスの素揚げがピリ辛な餡

あん
をまとい箸が止ま

りません。980円（昼は880円）でご飯とラーメ
ン、サラダ、杏仁豆腐が付いてきます。プラス
100円でラーメンを担々麺に変更できるのもう
れしいですね。
店内は２～４人掛けのテーブル席５つと20
～ 40人が入る座敷が２つあり、いつも家族や
会社員などでにぎわっています。約50種類の
料理が楽しめる3,500円からの食べ・飲み放題
コースもあるので、ぜひ飲み会にも利用してみ
てください。

お勧め
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溝
辺
町
で
昭
和
28
年
に
創
業
し
、
お
茶
の
生
産
・
製
造
・
販

売
を
全
て
自
社
で
行
う
㈱
有
村
製
茶
。
全
国
茶
品
評
会
で
農

林
水
産
大
臣
賞
、
農
林
水
産
祭
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
初
代
の
教
え
を
守
り
、
三
代
目

の
有
村
幸
二
さ
ん（
56
）と
長
男
の
幸こ

う

凌り
ょ
うさ
ん（
23
）親
子
は
、
安

心
安
全
で
香
り
豊
か
な
お
茶
を
作
って
い
ま
す
。

「
ゲ
ン
セ
ン
」
に
認
定
さ
れ
た「
特
上
煎
茶
」
は
、
標
準
的
な

蒸
し
時
間
よ
り
も
短
い
浅
蒸
し
製
法
。
味
と
香
り
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
、
さ
ら
り
と
し
た
飲
み
口
が
特
徴
で
、
茶
葉
を
直
接
食

べ
て
も
う
ま
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
今
ま
で
製
造
に
追
わ
れ
、

地
元
の
人
への
宣
伝
が
不
足
し
て
い
た
」
と
話
す
幸
凌
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
試
み
た
幸
二
さ
ん
。
一
方
で

幸
凌
さ
ん
は
市
内
茶
業
青
年
メ
ン
バ
ー
と
市
内
の
各
小
学
校
に

出
向
き
、
お
茶
の
入
れ
方
教
室
を
開
い
た
り
、
消
費
者
の
目
を

引
く
よ
う
に
商
品
の
パッ
ケ
ー
ジ
を
新
た
に
考
え
る
な
ど
、
若
い

世
代
に
も
霧
島
茶
の
魅
力
発
信
を
図
って
い
ま
す
。

「
お
茶
の
出
来
は
、
気
候
や
お
茶
の

芽
の
発
育
具
合
に
よ
り
毎
年
変
わ
る
。

自
分
の
経
験
を
し
っ
か
り
息
子
に
受

け
継
い
で
い
き
た
い
」と
語
る
幸
二
さ
ん
。

先
世
か
ら
受
け
継
い
だ
約
10
㌶
の
茶

畑
で
、
こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚
の
霧
島

茶
の
生
産
が
続
き
ま
す
。

４
月
に
開
催
さ
れ
る
藤
ま
つ
り

で
有
名
な
和
気
公
園
か
ら
車
で
５

分
、
牧
園
町
の
南
部
に
あ
る
中
津

川
小
学
校
。
近
く
の
川
で
は
ホ
タ

ル
が
乱
舞
す
る
ほ
ど
美
し
い
自
然

環
境
の
中
で
、
24
人
（
特
認
校
生

６
人
）
の
児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

同
校
で
は
地
域
住
民
を
講
師
に

招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
で
あ
る
棒

踊
り
の
継
承
活
動
は
２
月
、
地
域

に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
活
動
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
、
県
の
「
か
ご

し
ま
地
域
塾
」
に
認
証
さ
れ
ま
し

た
。「

日
本
一
の
霧
島
茶
」
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
お
茶
摘

み
や
田
植
え
体
験
で
は
、
自
然
の

恵
み
を
再
認
識
し
、
お
手
玉
・
し

め
縄
作
り
や
餅
つ
き
な
ど
で
は
、

先
人
の
知
恵
や
技
を
学
び
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
校
と
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育

ん
で
い
ま
す
。

英
語
が
身
近
な
も
の
に

中
学
校
や
高
校
英
語
の
教
員
免

許
を
持
つ
な
ど
英
語
力
に
秀
で
た

小
学
校
教
諭（
※
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）が
、
配

置
さ
れ
て
い
る
同
校
。
本
市
で
既

に
教
科
化
し
て
い
る
外
国
語（
英

語
）の
時
間
に
は
、
英
語
教
育
の

専
門
家
と
小
規
模
校
な
ら
で
は
の

き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ
る
活
発

な
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
の
質
問
に
次
々
と
手
を
挙

げ
る
児
童
た
ち
。
担
任
の
湯ゆ

場ば

﨑さ
き

響
子
さ
ん（
37
）は
「
英
語
の
授
業

以
外
で
も
、
短
い
会
話
な
ど
で
自

然
と
英
語
を
使
う
雰
囲
気
が
あ

る
」
と
驚
く
ほ
ど
、
児
童
た
ち
に

英
語
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

おいでよ

特認校とは、自然豊かな環境に恵まれ
た小規模校に、校区外から入学・通学
できる制度のことです。

中津川小学校　
在校生24人（うち特認校生６人）
牧園町上中津川1282
☎（77）2429

豊かな自然と、充実した英語教育が魅力
地域に育まれ、地域と共にある学校

●❽

２年前に中津川小学校の校区外へ転居しましたが、
５年生の長女と３年生の次男が引き続き同校に

通っています。通勤途中の送迎は、学校での出来事な
どを聞ける楽しい時間。少人数なので、積極的に行動
するようになり、新任の先生の歓迎会に自分たちでダ
ンスを披露したのには驚きました。学校や地域行事で
地元の人と接する機会が多いので、地域の皆さんがわ
が子のように見守ってくれて安心です。

◎
中
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

貴
島�

真
一
さ
ん（
38
）

隼
人
町
在
住

地 域 は も う 一 つ の 大 き な 家 族

藤まつりで棒踊りを披露

空港近くでの茶摘み作業

味と香りのバランスが良く、後から香りが来て、すっきりした味わい

地域の人と一緒にしめ縄作り全児童で田植え体験活発な英語の授業

お茶摘み体験で収穫を喜ぶ児童たち

冷
涼
な
霧
島
山
麓
の

さ
わ
や
か
な
香
り
と
甘
み

〜
特
上
煎
茶
〜

霧島ガストロノミ ーブランド

「
ゲ
ン
セ
ン
霧
島
」
認
定
品
の
中
か
ら
、
最
高
位
七
つ
星
の
も
の
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「ゲンセン霧島」とは
食にまつわるさまざまな分野を融合させながら地域の食
文化を生かす「ガストロノミー」。その理念に沿って、霧
島の大自然が育む食材、先人の知恵と技、食文化を生か
した産品・活動をブランド認定したものが「ゲンセン霧
島」です。霧島ガストロノミー推進協議会が主催・審査し、
平成30年度は38件が認定されました。

溝辺町麓
有村幸二さん（56）

幸凌さん（23）

有村さんの特上煎茶はこちらで
◦�販売場所＝日当山西

せ
郷
ご
どん村、Ａ-Ｚはやと、霧島

ふもとの駅（牧園町宿窪田2125-1）
◦価格＝1,080円/100g
問＝㈱有村製茶��☎0995（58）4159

※電話注文でも可

霧
島
って

“
美
味
し
い
”

vol.
02

お
い

※ SET…スーパー・イングリッシュ・ティーチャーの略称
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幅
広
い
音
程
と
豊
か
な
表
現
力
で「
楽
器
の
王
様
」

と
も
呼
ば
れ
る
ピ
ア
ノ
。
鍵
盤
を
押
す
と
奥
の

ハ
ン
マ
ー
が
弦
を
叩
き
、
そ
の
音
を
響
板
で
増
幅
さ
せ

て
音
を
出
す
仕
組
み
で
す
。
音
を
調
整
す
る
「
調
律
」

に
は
ピ
ア
ノ
調
律
師
と
い
う
専
門
職
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

熟
練
し
た
調
律
師
は
ハ
ン
マ
ー
の
状
態
や
鍵
盤
の
高
さ

な
ど
を
微
調
整
し
、
音
色
や
タ
ッ
チ
（
弾
い
た
感
触
）

を
奏
者
の
好
み
に
仕
上
げ
る
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
の
田
中
貞て

い

次じ

さ
ん（
82
）は
約
40
年
間
、
国
産
ピ

ア
ノ
メ
ー
カ
ー
・
ヤ
マ
ハ
の
技
術
社
員
と
し
て
、  

関

西
を
中
心
に
活
躍
し
た
調
律
師
で
す
。
１※

中
村
紘ひ

ろ

子こ

さ

ん
や
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
さ
ん
な
ど
世
界
的
音
楽
家

の
公
演
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
京
都
市
出
身
の
田
中
さ

ん
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
の
父
親
の
影
響
で
音
楽
が

好
き
に
な
り
、
25
歳
で
同
社
に
入
社
し
ま
す
。
当
時
は

高
度
経
済
成
長
で
ピ
ア
ノ
が
一
般
家
庭
に
普
及
し
、
調

律
師
の
需
要
も
増
え
始
め
た
頃
で
し
た
。

２
年
目
の
と
き
、
上
司
か
ら
大
阪
の
調
律
師
養
成
学

校
に
入
学
を
勧
め
ら
れ
、
修
業
の
道
へ
。
聴
覚
を
鍛
え

る
た
め
、
一
日
中
ピ
ア
ノ
の
音
を
聞
く
と
い
う
地
道
な

訓
練
が
続
き
ま
す
。「
２※

１
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
の
音
の
違
い
を
88
鍵

分
聴
き
分
け
る
に
は
、
繊
細
さ
と
精
神
力
が
必
要
。
入

社
す
る
ま
で
ピ
ア
ノ
を
触
っ
た
こ
と
が
な
く
、
気
が
狂

い
そ
う
で
し
た
。
で
も
細
か
い
作
業
が
性
に
合
っ
て
い

た
ん
で
し
ょ
う
。
夢
中
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
笑

い
ま
す
。
１
年
で
卒
業
し
調
律
師
の
資
格
を
取
っ
た
田

中
さ
ん
。
さ
ら
に
同
社
の
調
律
指
導
教
官
を
経
て
コ
ン

サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
調
律
技
術
の
取
得
を
目
指
し
、
厳
し
い

訓
練
と
努
力
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
結
果
、
世
界
的
音
楽

家
や
音
楽
大
学
な
ど
の
公
演
の
調
律
を
担
当
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
調
律
師
に
成
長
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
日
本
を
代
表
す
る
調
律
師
の
一
人
・
村

上
輝
久
さ
ん
に
師
事
し
、
調
律
の
奥
深
さ
と
出
会
い
ま

す
。「
調
律
に
は
『
芸
術
』
性
が
必
要
だ
」
と
言
う
村

上
さ
ん
の
言
葉
を
し
ば
ら
く
理
解
で
き
ず
に
い
た
田
中

さ
ん
。
世
界
的
音
楽
家
た
ち
と
接
す
る
う
ち
に
、
そ
の

意
図
に
気
付
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
あ
の
中
村
紘
子

さ
ん
で
も
、
毎
日
８
時
間
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ア

ノ
の
位
置
や
照
明
が
当
た
る
場
所
も
数
十
セ
ン
チ
単
位

で
こ
だ
わ
る
。
音
楽
家
は
毎
回
の
演
奏
が
評
価
に
直
結

し
ま
す
。
ま
さ
に
命
懸
け
で
す
。
そ
の
姿
に
私
も
全
力

で
応
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
本
番
前
に
楽
屋
で
気
持

ち
を
和
ま
せ
、
わ
ず
か
な
音
色
や
タ
ッ
チ
の
調
整
に
も

本
音
で
付
き
合
っ
た
。
互
い
に
妥
協
せ
ず
、
奏
者
と
最

高
の
音
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
村
上
さ
ん
の『
答
え
』

だ
っ
た
の
か
も
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

現
役
を
引
退
し
た
今
、
知
人
の
依
頼
だ
け
を
時
折
請

け
負
う
田
中
さ
ん
。
一
つ
一
つ
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な

が
ら
、
無
駄
の
な
い
動
き
で
調
律
を
終
え
、
最
後
に
ピ

ア
ノ
と
調
律
器
具
を
丁
寧
に
ふ
き
上
げ
る
背
中
に
は
、

ピ
ア
ノ
へ
の
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

田中 貞
てい

次
じ

さん（82）
京都市出身。昭和36年ヤマ
ハ入社。37年大阪ピアノ技
術学校を経て同社の調律師
となる。国内外の著名音楽
家の公演でグランドピアノの
調律を担う。55歳で退社後、
10年間神戸支店で嘱託社員
として調律を担当。平成13年
に霧島田口へ移住し妻と２人
暮らし。

奏
者
と
つ
く
る

「
最
高
の
音
」

Vol.143THE SCENE

霧島に生きる

上）大阪ピアノ技術学校時代の田中さん　下）中村
紘子さん（前列左）と楽屋で（後列左が田中さん）

耳
と
指
先
に
神
経
を
集
中
さ
せ
、ピ
ア
ノ
の
タ
ッ
チ
を
調
整
す
る
田
中
さ
ん

※1
中村紘子…1965年ショパン国
際ピアノコンクールで日本人2
人目の入賞者。国内外で3,800
回以上の演奏会を開いた日本を
代表するピアニスト。
クリストフ・エッシェンバッハ
…ドイツ出身のピアニスト・指
揮者。欧米トップクラスの楽団
の音楽監督などを歴任。
※2
ＭHz…基準音Ａ（ラ）の音は一
般的に442ＭHz。音楽家次第で
445ＭHzなど微妙な調整を要求
されることも。

音色を司るハンマーの微調整には高い
技術が求められる

15  Kirishima City Public Relations, Japan  2019.6, Vol.298 広報きりしま  14

s
l

o
w

 
l

i
f

e



K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

公
文
書
の
開
示
な
ど
の
状
況

市
の
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情

報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
30

年
度
の
開
示
請
求
と
そ
の
処
理
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
審
査
請
求
は
、

１
件（
後
に
取
り
下
げ
）で
し
た
。

◎	

�問
＝
総
務
課
☎（
64
）０
９
１
５

※環霧島会議は、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で  構成され、県境を越えて連携し、地域活性化を図ります。錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

で
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

に
調
査
が
完
了
す
る
こ
と

⃝
	

対
象
＝
条
件
に
該
当
す
る
建
築

物
の
所
有
者
で
、
市
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
人

⃝
	

補
助
額
＝
費
用
の
全
額
（
限
度

額
25
万
円
）

⃝
	

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
■ 

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修

耐
震
改
修
後
は
、
所
得
税
や
固

定
資
産
税
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

⃝
	

条
件
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築（
着
工
）さ
れ
た
地
上

３
階
建
て
ま
で
の
専
用
住
宅
か

併
用
住
宅
（
床
面
積
の
半
分
以

上
が
住
宅
の
用
途
で
あ
る
こ

と
）で
、
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
診
断
か
改
修
が
完
了
す

る
こ
と

⃝
	

対
象
＝
条
件
に
該
当
す
る
木
造

住
宅
の
居
住
者
か
所
有
者
で
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

⃝
	

補
助
額

◦	

耐
震
診
断
＝
費
用
の
３
分
の
２

の
額
（
限
度
額
６
万
円
）

◦	

耐
震
改
修
＝
費
用
の
１
０
０
分

の
23
の
額
（
限
度
額
30
万
円
）

⃝
	

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

定
住
者

※
転
居
定
住
者
は
対
象
外
。

【
共
通
事
項
】

◦	

申
請
時
に
60
歳
未
満
の
人

◦	

配
偶
者
も
移
住
定
住
す
る
こ
と

◦	

市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

◦	

自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と

◦	

住
宅
取
得
・
増
改
築
補
助
を
受

け
て
５
年
以
上
、
家
賃
補
助
を

受
け
て
３
年
以
上
定
住
す
る
意

思
が
あ
る
こ
と

■
補
助
金
限
度
額

※	

中
山
間
地
域
で
住
宅
取
得
・
増

改
築
し
た
人
で
同
一
世
帯
に
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
30

※	

２
０
１
９
年
度
以
降
に
設
置
す

る
柵
で
、
国
の
補
助
に
該
当
し

な
く
て
も
市
の
補
助
に
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎	

�問・�申
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）

０
９
１
０
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

錦
江
湾
の
環
境
を
守
る
た
め
、

市
内
３
カ
所
の
海
岸
で
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。（
小
雨
決
行
、
荒

天
中
止
）

⃝
	

日
時
／
場
所
＝
６
月
30
日（
日
）

午
前
６
時
30
分
～
８
時
／
国
分

下
井
海
岸
、
７
月
14
日（
日
）午

前
８
時
～
10
時
／
小
浜
海
岸
、

７
月
15
日（
月
・
祝
）午
前
７
時

～
９
時
／
福
山
港
周
辺
海
岸

⃝
	

必
要
な
物
＝
作
業
用
手
袋
、
タ

オ
ル
（
ご
み
袋
は
当
日
配
布
）

※	

団
体
で
参
加
す
る
と
き
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
市
ホ	

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎	

�問・�申
＝
地
域
政
策
課
☎（
64
）

０
９
５
２

農
地
の
利
用
状
況
調
査

農
業
委
員
会
で
は
、
６
月
か
ら

８
月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
期
間
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
遊
休

農
地
の
把
握
と
解
消
や
利
用
権
設

定
な
ど
の
履
行
状
況
、
違
反
転
用

の
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
に
農
地

の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
の
た
め
、
農
地
に
立
ち
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

遊
休
農
地
は
、
雑
草
や
雑
木
が

生
い
茂
り
、
病
害
虫
や
火
災
の
発

生
源
と
な
り
ま
す
。
近
隣
の
農
地

や
住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
農
地
法
で
は
、
農

地
の
所
有
者
や
耕
作
権
の
あ
る
人

は
適
正
で
効
率
的
な
利
用
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
所
有
者
に
対
し
農
業

委
員
会
か
ら
指
導
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎	

�問
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
64
）

０
９
２
９

建
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
・

耐
震
診
断
な
ど
に
補
助
金

■
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

⃝
	

条
件
＝
調
査
す
る
建
物
が
、
平

成
18
年
９
月
30
日
以
前
に
建
築

（
竣
工
）さ
れ
、
天
井
な
ど
に
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ

れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物

移
住
定
住
補
助
制
度
は

令
和
２
年
３
月
末
ま
で

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
や
市
街

地
か
ら
中
山
間
地
域
（
規
則
で

定
め
る
区
域
）
に
転
居
し
た
人

が
、
住
宅
を
新
築
や
購
入
、
増
改

築
、
あ
る
い
は
賃
貸
住
宅
に
入
居

し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
、
か
か
っ
た
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
移
住
定

住
促
進
補
助
制
度
」。
令
和
２
年

３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

⃝
	

住
宅
取
得（
新
築
・
購
入
）、増

改
築
補
助

◦	

転
入
定
住
者
＝
平
成
25
年
４
月

１
日
以
降
に
市
外
か
ら
定
住
の

意
思
を
持
っ
て
本
市
に
転
入
し

た
人
（
転
出
後
１
年
に
満
た
な

い
再
転
入
者
を
除
く
）

※
市
街
地
の
新
築
は
対
象
外
。

◦	

転
居
定
住
者
＝
平
成
28
年
４
月

１
日
以
降
に
市
内
の
市
街
地
か

ら
定
住
の
意
思
を
持
っ
て
中
山

間
地
域
に
転
居
し
た
人
（
市
街

地
に
居
住
し
て
い
た
期
間
が
１

年
に
満
た
な
い
人
を
除
く
）

⃝
	

家
賃
補
助
＝
平
成
28
年
４
月
１

日
以
降
に
中
山
間
地
域
の
一
戸

建
て
の
貸
家
に
入
居
し
た
転
入

順
◎	

�問・�申
＝
建
築
指
導
課
☎（
64
）

０
９
５
４

毎
年
６
月
は
食
育
月
間

６
月
は
食
育
月
間
、
毎
月
19
日

は
食
育
の
日
で
す
。

不
適
切
な
生
活
習
慣
で
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
に
な
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
進
行
す
る
と
、
脳
、
心

臓
、
腎
臓
の
血
管
を
痛
め
て
重
症

化
し
ま
す
。
心
も
体
も
元
気
に
な

る
た
め
に
、
食
事
を
取
る
と
き
は

次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◦	

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え

て
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
。

◦	

薄
い
味
付
け
を
心
掛
け
る
。

◦	

早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
で
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

◦	

甘
い
物
（
お
菓
子
や
飲
み
物
）

は
１
日
１
０
０
㌔
㌍
以
下
、
ア

ル
コ
ー
ル
は
１
日
20
㌘
（
女
性

や
高
齢
者
は
10
㌘
）、
油
は
オ

リ
ー
ブ
油
や
え
ご
ま
油
な
ど
種

類
を
選
び
、
１
日
80
㌔
㌍
を
目

安
に
取
る
。

※	

ア
ル
コ
ー
ル
の
計
算
式
＝
飲
酒

量（
㍉
㍑
）×{

ア
ル
コ
ー
ル
度

数（
％
）÷
１
０
０
︸×
０
・
８

◎	

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

万
円
の
扶
養
加
算
金
が
あ
り
ま

す
。

■
申
請
期
限

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

※	

住
宅
取
得
・
増
改
築
完
了
か
ら

１
年
以
内
、
賃
貸
借
契
約
初
日

か
ら
90
日
以
内
の
申
請
に
限
る
。

◎	

�問・�申
＝
地
域
政
策
課
☎（
64
）

０
９
５
２

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

食
害
被
害
対
策
に
補
助
金

農
産
・
林
産
物
を
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
な
ど
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る

た
め
、
電
気
柵
な
ど
を
設
置
す
る

費
用
を
国
が
補
助
し
ま
す
。

⃝
	

対
象
＝
令
和
２
年
度
以
降
に
設

置
す
る
電
気
柵
、
被
害
防
止
柵

（
ネ
ッ
ト
な
ど
）

⃝
	

補
助
額

◦	

業
者
に
防
止
柵
設
置
委
託
＝
委

託
料
の
半
額
以
内
を
補
助

◦	

申
請
者
が
自
ら
防
止
柵
を
設
置

＝
資
材
費
の
全
額
補
助

※	

１
㍍
当
た
り
の
金
額
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

⃝
	

要
件
＝
農
家
３
人
以
上
で
申
請

⃝
	

申
込
方
法
＝
可
能
な
限
り
地
区

自
治
公
民
館
・
自
治
会
単
位
で

協
議
の
上
、
要
望
書
を
作
成
し

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝�日時＝７月13日（土）午後８時30分から
午後９時（夏祭りは午後６時から）

⃝�場所＝京町地区川内川河川敷
⃝�内容＝宮崎県内で最も早く開催される

花火大会
＝��えびの市観光協会��☎0984（37）2663

京町温泉夏祭り花火大会えびの市
⃝�期間＝８月１日（木）～ 31日（土）午後７時

～９時（11日～ 14日は運休）
⃝�発着場所＝鹿児島港桜島フェリーター

ミナル（本港新町4-1）
⃝�前売券＝７月１日（月）から販売

＝桜島フェリー��☎099（293）2525

桜島納涼観光船鹿児島市
⃝�日時＝７月20日（土）午前10時～正午
⃝�場所＝椋鳩十文学記念館（自由の館）（加

治木町反土2624-1）
⃝�内容＝椋鳩十の代表作「マヤの一生」に

ちなんだイベント。音楽や人形劇など
＝��椋鳩十文学記念館��☎（62）4800

マヤフェスタ姶良市
⃝�日時＝８月27日（火）午後６時30分から
⃝�場所＝垂水市文化会館（田神2750-1）
⃝�入場料＝500円～1,500円（未就学児入場不可）
⃝�チケット＝垂水市市民館、文化会館、牛

根支所、新城支所で６月10日（月）から販売
＝垂水市社会教育課��☎0994（32）7551

垂水寄席  桂文枝独演会垂水市

補助金の種類

補助金限度額
転入

（市外住民）
転居
（市民）

中山間地域 市街地 中山間地域

住宅取得
補助金

新築 100万円 － 100万円

中古購入 50万円 20万円 50万円

住宅増改築補助金 50万円 20万円 50万円

家賃補助金 36万円 － －

※ ※

※ ※

※ ※

区　分 請求 処理状況
件数 開示 不開示 部分開示 不存在 その他

市長 116 50 16 40 22 10
消防局長 5 3 0 2 0 0
教育委員会 2 1 0 1 2 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0
農業委員会 1 0 1 0 1 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0
議会 0 0 0 0 0 0

合　計 124 54 17 43 25 10
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
上
野
原
縄
文
の
森
企
画
展

■ 
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
古

い
に
し
えの
美
術
品

Ⅱ
～
新
聞
で
み
た
考
古
資
料

南
日
本
新
聞
で
４
年
以
上
連
載

中
の｢
古
の
美
術
品｣

に
掲
載
さ

れ
た
鹿
児
島
の
１
級
品
の
考
古
資

料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

視
点
を
変
え
る
と
見
え
て
く
る

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
や
形
の
面
白
さ

を
解
説
し
な
が
ら
、
埋
蔵
文
化
財

の
新
た
な
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
	

期
間
＝
７
月
７
日（
日
）ま
で

⃝
	

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
企
画
展
示
室

⃝
	

料
金
＝
小
中
学
生
／
１
５
０
円
、

高
校
・
大
学
生
／
２
１
０
円
、

大
人
／
３
１
０
円

※	

20
人
以
上
で
団
体
割
引
あ
り
。

◎	

�問
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎（
48
）

５
７
０
１

消
費
生
活
相
談
員
の

資
格
試
験
（
国
家
試
験
）

⃝
	

申
込
期
間
＝
６
月
24
日（
月
）～

８
月
２
日（
金
）

⃝
	

一
次
試
験
日
＝
10
月
12
日（
土
）

※	

詳
細
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
受
験
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※	

別
途
、
材
料
代
と
し
て
１
人
５

０
０
円
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
利
用

料
金
が
必
要
で
す
。

⃝
	

申
込
期
限
＝
７
月
13
日（
土
）

■ 

カ
ブ
ト
ム
シ
捕
り
・
藍
染
め
体

験
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

⃝
	

日
時
＝
７
月
28
日（
日
）午
後
６

時
45
分
～
29
日（
月
）午
前
11
時

⃝
	

場
所
＝
県
民
の
森
丹
生
附
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場

⃝
	

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円

※	

別
途
、
材
料
代
と
し
て
１
人
１

０
０
円
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
利
用

⃝
	

日
時
＝
７
月
10
日（
水
）午
後
２

時
～
３
時

⃝
	

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室

⃝
	

申
込
期
限
＝
７
月
９
日（
火
）

【
共
通
事
項
】

⃝
	

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
	

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

◎	

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

■
親
子
で
植
物
採
集
・
標
本
作
成

⃝
	

日
時
＝
７
月
20
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
	

場
所
＝
県
民
の
森
管
理
事
務
所

（
姶
良
市
北
山
３
４
６
４
－
１

１
９
）

⃝
	

参
加
料
＝
１
人
４
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
６
日（
土
）

■ 

カ
ブ
ト
ム
シ
捕
り
・
木
工
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

⃝
	

日
時
＝
７
月
24
日（
水
）午
後
６

時
45
分
～
25
日（
木
）午
前
11
時

⃝
	

場
所
＝
県
民
の
森
丹に

っ

け
生
附
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
溝
辺
町
有
川

２
９
８
７
－
37
）

⃝
	

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円

◎	

�問・�申
＝
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

資
格
制
度
室
☎
03（
３
４
４
３
）

７
８
５
５

鹿
児
島
高
専
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

⃝
	

日
時
＝
６
月
23
日（
日
）午
後
２

時
30
分
～
４
時

⃝
	

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
	

入
場
料
＝
無
料

⃝
	

演
奏
曲
＝
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
、

パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ

ア
ン
、
ア
イ
デ
ア
な
ど

◎	
�問
＝
鹿
児
島
高
専【
松
田
】☎（
42
）

９
０
４
２募

　
集

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■ 

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ

上
級

国
際
交
流
員
と
一
緒
に
英
語
の

慣
用
句
を
勉
強
し
ま
す
。

⃝
	

日
時
＝
７
月
８
日（
月
）午
後
６

時
～
７
時

⃝
	

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
	

申
込
期
限
＝
７
月
５
日（
金
）

■
英
語
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

ア
メ
リ
カ
出
身
の
国
際
交
流
員

が
、
１
年
間
の
思
い
出
を
英
語
で

振
り
返
り
ま
す
。

料
金
が
必
要
で
す
。

⃝
	

申
込
期
限
＝
７
月
17
日（
水
）

【
共
通
事
項
】

⃝
	

定
員
＝
先
着
10
家
族

◎	

�問・�申
＝
県
民
の
森
管
理
事
務

所
☎（
68
）０
５
５
７

観
光
ガ
イ
ド
人
材
育
成
講
習

霧
島
神
宮
周
辺
観
光
ガ
イ
ド
を

養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

⃝
	

期
日
＝
６
月
27
日
、７
月
11
日
・

25
日
、
８
月
８
日
・
29
日
、
９

月
12
日
・
26
日（
全
て
木
曜
）

⃝
	

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

⃝
	

場
所
＝
隼
人
公
民
館
大
会
議
室

⃝
	

対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上

※	

60
歳
以
上
の
市
民
の
場
合
は
、

し
っ
ち
ょ
い
ど
ん
ガ
イ
ド
で
就

業
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

⃝
	

定
員
＝
先
着
40
人

⃝
	

受
講
料
＝
無
料

⃝
	

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

⃝
	

申
込
期
限
＝
６
月
14
日（
金
）

◎	

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５
、
℻

（
42
）８
８
８
６

第
一
工
業
大
学
公
開
講
座

◎	

�問・�申
＝
第
一
工
業
大
学
社
会
・

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０

６
４
０

サ
ン・
あ
も
り
自
主
講
座

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

⃝
	

期
間
＝
７
月
10
日
～
９
月
25
日

（
全
て
水
曜
・
全
10
回
）

⃝
	

時
間
＝
午
後
７
時
５
分
～
７
時

55
分

⃝
	

受
講
料
＝
５
千
円

⃝
	

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

⃝
	

定
員
＝
30
人
（
先
着
10
人
以
上

で
実
施
）

■
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

⃝
	

期
間
＝
７
月
１
日
～
９
月
30
日

（
全
て
月
曜
・
全
８
回
）

⃝
	

時
間
＝
午
前
９
時
50
分
～
10
時

50
分

⃝
	

受
講
料
＝
４
千
円

⃝
	

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

⃝
	

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

で
実
施
）

■
太
極
拳
講
座

⃝
	

期
間
＝
７
月
12
日
～
９
月
20
日

（
全
て
金
曜
・
全
10
回
）

⃝
	

時
間
＝
午
前
２
時
５
分
～
３
時

35
分

⃝
	

受
講
料
＝
４
５
０
０
円

⃝
	

必
要
な
物
＝
室
内
シ
ュ
ー
ズ

⃝
	

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

で
実
施
）

◎	
�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

◎	

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
・
℻（
64
）０
９
１
９
、
〒
８

９
９
－
４
３
９
４
国
分
中
央
３

－
45
－
１

講座
番号 講　座　名 日　　　時 受講料 申込期限

（必着）

7 第１回ワード2019
ステップアップ講座

7/9（火）・10（水）
9：30～15：30 1,000円 6/25(火)

17 写真・データ管理基礎講座 7/12（金）
9：30～15：30 500円 6/28(金)

◦�定員＝各20人（申し込み多数の場合は抽選）
◦�申込方法＝【往復はがき(1講座1枚)】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送、
【ファクス】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号、ファクス番号を記入し送信、【窓口】
申込用紙に記入の上、普通はがきと併せて提出

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

◦場所＝第一工業大学　◦定員＝無し　◦�参加料＝無料
◦�申込方法＝第一工業大学社会・地域連携センターのホームページから
◦�申込期限＝各開催日の１週間前まで

講　　座　　名 日　時

ロボットとAIの現在・未来 7/13（土）
10：00～ 11：00

みちびき衛星が実現する
未来の測量

7/27（土）
10：00～ 11：00

生涯学習県民大学講座
市が県民大学中央センターと連携して、現代的課
題に基づく講座を開催します。
（申し込み優先・当日参加可）

■鹿児島の海は知られざる食材の宝庫
⃝日時＝６月29日（土）午前10時20分～ 11時50分
⃝講師＝大富潤さん（鹿児島大学水産学部教授）
⃝場所＝国分シビックセンター多目的ホール

■�データから考えてみよう！
　健康寿命を延ばす生活習慣
⃝�日時＝６月29日（土）午後１時30
分～３時
⃝�講師＝根

ね
建
だち
洋子さん（元鹿児島純

心女子大学教授）
⃝場所＝国分公民館大会議室
⃝定員＝先着70人
�問・�申＝社会教育課☎（64）0708

入場無料

新国際
交流員紹介

国際交流員（CIR）は、外国から訪問団が訪れた際の通訳や公用文の翻訳をします。
さまざまなイベントや会合にも出席し、外国文化の紹介や異文化交流の橋渡し役
を担っています。

韓国国際交流員  張
ちゃん

 ハナさん
【韓国釜

ぷさん

山広
こう

域
いき

市出身】

ア ンニョンハセヨ（こんにちは）。私が
育った釜山と霧島市の交流は私が生ま

れる前の平成4年から始まり、特別な縁を感
じています。大学では東アジアの文化産業
について学びました。私は日本語を学ぶ中
でたくさんの人から良い影響を頂きました。
これからの交流イベントを通して、今度は
私が皆さんに与えられたらうれしいです。

◦日時＝７月11日（木）午後６時30分～７時30分
◦場所＝国分公民館中研修室
◦対象／定員／参加費＝市民／先着15人／無料
◦申込期限＝７月10日（水）

張さんと簡単な

韓国語を学んで

交流しませんか
。

��問・�申＝市民活動推進課��☎（64）0924

中国国際交流員  王
おう

 欣
きん

さん
【中国山

さん

東
とう

省濱
ひん

州
しゅう

市出身】

大
ダー

家
ジャー

好
ハオ

（こんにちは）。私は熊本大学へ
の短期留学など、これまで日本との

さまざまな縁に恵まれました。これからの
交流イベントで、中国、特に私の出身地の
山東省と私が育った都市・上海市を皆さん
に紹介したいと思います。そして、私自身
も霧島での生活を通して霧島のたくさん
の魅力を体感したいです。

王さんと簡単な

中国語を学んで

交流しませんか
。

■中国語教室（初級）■韓国語教室

現在、国際交流員はアメリカ出身のイー・ジェリーさんも含めて 3 人。それぞれ交流活動に取り組んでいます。
（共通）※申し込みは電話か市ホームページから。

◦日時＝７月９日（火）午後６時30分～７時30分
◦場所＝国分公民館中研修室
◦対象／定員／参加費＝市民／先着15人／無料
◦申込期限＝７月８日（月）
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c
o

m
m

u
n

i
t

y

仏
像
で
め
ぐ
る

日
本
の
お
寺
名
鑑

かみゆ歴史編集部　編
仏像の楽しみ方が簡単に分か
る本。今、見ておきたい仏像
を如

にょ

来
らい

・菩
ぼ

薩
さつ

・明
みょう

王
おう

・天
てん

の尊
格別に厳選し、鑑賞ポイント
を写真と共に紹介します。

坂木 司　著
おやつは甘い派？しょっぱい
派？和菓子の魅力、銀座の名
店から量販店のスナックまで、
「和菓子のアン」著者がおい
しさを語り尽くします。

フランチェスカ・サンナ　作
新しい環境で誰もが抱く気持ちを
視覚化し、背中を押してくれる存
在になっていく様子が優しく描か
れています。新生活が始まった子
どもに寄り添ってくれる絵本です。

中脇 初枝　編
「あそびうた」が始まるよ。「さ
そいうた」「えらびうた」「おまじ
ないうた」。子どもたちに歌い
継がれてきた「あそびうた」の中
を楽しい絵と共に紹介します。

お
や
つ
が
好
き

あ
そ
び
う
た
す
る
も
の

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ

ひ
み
つ
の
ビ
ク
ビ
ク

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

スマホ用 携帯用

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ７月 1日（月） 10：30～11：00

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ７月 6日（土） 10：30～11：30

ほるとの森おはなし会 ７月13日（土） 14：30～15：00

おはなしの部屋
６月16日（日） 11：00～11：30［幼児･小学生］ 
７月 4日（木） 16：00～16：30［幼児］
７月 5日（金） 11：00～11：30［赤ちゃん］

隼人図書館

おはなしの時間（紙ふうせん） ６月17日（月） 15：30～16：00 霧島図書室

おはなし広場 ６月22日（土） 10：00～11：00 小廻地区公民館

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

霧島市７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください。

新 刊 紹 介

休館と開館時間変更のお知らせ
国分図書館
休館のお知らせ

特別整理期間のため、次の期間は休
館します。
⃝期間＝６月17日(月) ～ 26日(水)
※�休館中に図書の返却をする人は、図
書館の入口と歩道沿いに返却ポスト
を設けていますので、ご利用くださ
い。

開館時間変更のお知らせ
霧島国分夏まつり期間中（７月13日・

14日）は開館時間を変更します。
⃝時間＝午前９時30分～午後３時
�問＝国分図書館��☎（64）0918
※他の図書館（室）は通常どおりの開館です。

隼人図書館情報
隼人図書館講座❶  「えほんとわらべうた」
⃝�期日＝７月12日（金）・11月８日（金）
⃝�時間=実践編（２～３歳児親子）／午前10時～ 10時50分、講話
編（一般）午前11時～正午
⃝�場所＝隼人図書館２階
⃝�講師＝細川真弓さん（わらべうた親子教室「こだまの森」）
⃝�対象／定員＝２～３歳児親子／先着15組・一般／先着20人
⃝�申込方法＝直接か電話
隼人図書館講座❷  夏休み企画「かがくあそび」
偏光万華鏡を作り、楽しく科学を学ぼう
⃝�日時＝７月22日（月）・８月５日（月）午前10時～正午
⃝�場所＝隼人公民館大会議室
⃝�講師＝おもちゃコンサルタント・はたかなこさん
⃝�対象／定員＝小学１・２年生／各先着20人
⃝�申込方法＝直接か電話
⃝�受付＝７月２日（火）から
�問＝隼人図書館��☎（43）7574

遊びに
来てね

大
山
裕
子
さ
ん（
霧
島
）

本誌への感想、霧島市への思いなど、た
くさんの声をお寄せください。お便りはと
じ込みのはがき、ファクス（0995－64－
0934）、携帯電話やスマートフォンは左の２
次元コード、パソコンは市ホームページか
らお送りください。

わ
が
家
の
長
女
は
４
月
か
ら
小

学
校
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
と
き
と
違
い
、
自
分
で

次
の
日
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

登
下
校
が
心
配
で
し
た
が
、
近
所

の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
行
っ
て

く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。
ど
う
か

事
故
な
く
、
楽
し
い
小
学
校
生
活

を
送
っ
て
く
れ
た
ら
と
、
毎
日
無

事
を
祈
り
な
が
ら
送
り
出
し
て
い

ま
す
。（
み
ず
き
の
母
よ
り
30
歳

女
性
）

▼
成
長
の
喜
び
と
不
安
の
毎
日
で

す
ね
。
家
庭
や
学
校
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

平
成
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
結
婚
、
出
産
、
子
ど
も
た
ち

の
成
人
な
ど
、
私
に
と
っ
て
感
慨

深
い
元
号
と
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
元
号
『
令
和
』
に
な
り
、
心
を

新
た
に
皆
さ
ん
が
幸
せ
で
災
害
の

な
い
時
代
に
な
れ
ば
と
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
平
成
に
感
謝

し
、
令
和
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。（
や
す
べ
え
53
歳
女
性
）

▼
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
希
望
に
満

ち
た
時
代
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

女
性
検
診
を
30
歳
か
ら
受
け
て

い
ま
す
。
当
時
の
受
診
者
は
、
随

分
と
年
上
の
方
ば
か
り
で
、「
若

い
の
に
感
心
で
す
ね
」
と
言
わ
れ

ス
で
産
婦
人
科
の
な
い
他
市
の
妊

婦
も
利
用
し
て
い
る
と
知
り
ま
し

た
。市
を
越
え
て
の
助
け
合
い
は
、

良
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し

た
。
産
婦
人
科
に
限
ら
ず
、
オ
ー

ル
鹿
児
島
で
助
け
合
い
、
さ
ら
に

良
い
霧
島
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。（
な
ん
ち
ゃ
ん
56
歳
女

性
）

▼
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

積
極
的
に
検
診
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

５
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
霧
島 

っ
て
美お

味い

し
い
」
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
駅
弁
「
百
年
の
旅
物
語　

か

れ
い
川
」
が
と
て
も
お
い
し
そ
う

た
も
の
で
す
。
今
は
、
若
い
年
代

に
対
し
て
の
受
診
勧
奨
の
か
い
も

あ
り
、
20・
30
代
の
人
も
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女

性
検
診
は
予
約
制
に
な
り
、
待
ち

時
間
も
短
く
な
り
、
検
診
場
所
も

選
べ
て
、
個
人
に
詳
し
く
検
査
結

果
を
通
知
し
て
く
れ
る
の
で
助
か

り
ま
す
。（
ア
ロ
ハ
54
歳
女
性
）

⃝

健
康
診
断
で
子
宮
筋
腫
が
見
つ

か
り
、
33
年
ぶ
り
に
産
婦
人
科
へ

行
き
ま
し
た
。
幸
い
に
も
「
要
観

察
」
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
行
っ

た
産
婦
人
科
は
驚
く
ほ
ど
設
備
が

充
実
し
て
い
て
、
産
後
ケ
ア
の
施

設
も
あ
り
ま
し
た
。先
日
、ニ
ュ
ー

で
し
た
。
ぜ
ひ
購
入
し
て
食
べ
た

い
で
す
。
霧
島
の
大
自
然
が
育
む

食
材
な
ど
を
認
定
し
た
「
ゲ
ン
セ

ン
霧
島
」、
と
て
も
良
い
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。（
ヨ
ウ
ち
ゃ

ん
25
歳
女
性
）

▼
５
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
同
コ
ー

ナ
ー
。
こ
れ
か
ら
霧
島
の
お
い
し

い
物
、
食
文
化
を
生
か
し
た
産

品
・
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

こ
の
ほ
か
94
通
の
お
便
り
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Readers
Voice 2

019.6

Letter

今
月
の
絵
手
紙
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◎�お便りをくださった方の中から、産直レストラン『黒豚の館』の黒豚しゃぶしゃぶセット（3,000
円分）を５人の方にプレゼント。応募締め切りは６月21日（金）当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

ED
IT

O
R

'S

著名な音楽家に直接指導を受けるた
め、国内外から学生が訪れる霧島国
際音楽祭のマスタークラス。期間中は
みやまコンセール周辺で楽器を持った
学生を多く見掛けます。写真は昨年、マ
スタークラスの授業後、みやまコンセー
ル前の歩道を笑顔で帰る学生たちの
姿です。霧島の自然の中で、音楽と真
剣に向き合うひと夏。彼女たちにとって
大切な時間となるよう願います（川床）

大切な時間（牧園町高千穂）
平成30年８月1日  午後１時５分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70～ 200mm・F2.8
1/320　F3.2　ISO320

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

◎人口／ 125,919人（＋791）  ◎世帯数／ 61,446世帯（＋863）
・男性／60,930人（＋648） ・女性／64,989人（＋143） ・出生80人 ・死亡87人 ・転入1,615人 ・転出809人 （令和元年５月１日現在）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebookいつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

災
害
へ
の
備
え

大
雨
や
台
風
な
ど
、
災
害
が

心
配
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
も
５
月
16
日
、
特
別
警
報

級
の
大
雨
が
降
っ
た
と
き
の
災

害
対
策
本
部
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
災
害
時
に
起
こ

る
で
あ
ろ
う
状
況
を
想
定
し
、

そ
の
対
応
、
解
決
策
を
各
担
当

で
協
議
、
実
践
す
る
図
上
訓
練

の
形
で
行
い
ま
し
た
。
市
民
か

ら
の
救
助
要
請
、
観
光
客
へ
の

対
応
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
（
デ
マ
）
が
流

れ
た
と
き
の
対
処
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
に
つ
い
て
警
察
、

自
衛
隊
、
気
象
台
の
方
々
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
本
番
さ

な
が
ら
の
訓
練
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
よ
り
、
災
害
対

策
本
部
と
各
担
当
部
署
と
の
連

携
を
確
認
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
員
が
災
害
発
生
時
の
自
分
の

役
割
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

５
月
23
日
に
は
、
横
川
地
区

で
総
合
防
災
訓
練
も
実
施
し
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、

普
段
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

https://www.facebook.com/kirishimacityofficial/
霧島市公式フェイスブック

6PRESENTS

雨
乞
い
の
宮 

早
鈴
神
社

れ
た
建
物
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
例
は

県
内
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
１
月
に
市
は
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
し
ま
し
た
。

覆お
お
い

屋や

に
囲
ま
れ
て
い
て
、
普
段
は
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
囲
に
は
江
戸
時

代
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
石
造
物
も
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
跡
が
今
も
確
認
で
き
る
の
は
、

地
域
の
人
に
大
切
に
さ
れ
て
き
た
証
拠
で

す
。
今
後
も
大
切
に
守
り
続
け
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

今
年
は
義
久
の
弟
で
あ
る
島
津
義よ

し

弘ひ
ろ

没

後
４
０
０
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
あ
ら
た

め
て
本
市
と
縁
が
深
い
義
久
に
も
目
を
向

け
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
小
）

来
と
し
て
、
別
名
「
雨
乞
い
の
宮
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

「
雨
乞
い
の
宮
」の
由
来

江
戸
時
代
の
初
め
慶
長
９（
１
６
０
４
）

年
の
初
夏
、
小
浜
で
は
雨
が
全
く
降
ら
ず

日
照
り
が
続
き
、
地
域
の
人
た
ち
が
困
り

果
て
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
富
隈
城
に
居

を
構
え
て
い
た
島
津
義
久
は
小
浜
を
訪
れ

た
際
、
そ
の
様
子
を
見
て
雨
乞
い
の
和
歌

を
詠
み
ま
し
た
。

五さ
み
だ
れ

月
雨
の 

雲
か
さ
な
り
て 

日ひ

比ご
ろ

ふ
れ 

な
べ
て
早
苗
の 

う
る
ほ
ば
か
り
に

山
め
ぐ
る 

雲
の
さ
そ
は
ば 

雨
お
ち
て 

大お
お

御み

田た

小
田
の 

早
苗
う
る
ほ
せ

詠
ん
だ
和
歌
を
早
鈴
神
社
に
納
め
た
と

こ
ろ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
大
雨
と
な
っ
て

干
ば
つ
を
免
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
日
照
り
が
続
い
た
際
に
、
こ
の

和
歌
を
神
社
に
奉
じ
て
雨
乞
い
を
す
る
と

す
ぐ
に
雨
が
降
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
鈴
神
社
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ

る
「
小お

ば
ま
む
ら
は
や
す
ず
ぐ
う
き
う
の

浜
邑
早
鈴
宮
祈
雨
之
銘め

い

」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
は
、
こ
の
出
来
事
が
忘
れ
去
ら

れ
ず
後
世
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
と
、
２
０

０
年
後
の
文
化
６
（
１
８
０
９
）
年
に
地

域
の
人
た
ち
が
建
て
た
も
の
で
、「
雨
乞

い
の
碑
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
見
つ
か
っ
た
文
化
財

昨
年
、
地
域
の
人
か
ら
連
絡
を
受
け
て

市
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
早
鈴
神
社
の
建

物
の
中
に
、
古
い
本
殿
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

本
殿
は
、
元
禄
３
（
１
６
９
０
）
年
に

建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１※

木
造
三さ

ん

間げ
ん

社し
ゃ

流な
が
れ

造
り
の
屋
根
が
２※

杮こ
け
ら

葺ぶ

き

で
、
棟
に
３※

鬼
板
を
置
く
と
い
う
珍
し
い

造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
元
禄
期
に
造
ら

梅
雨
に
な
り
、
雨
が
降
り
続
け
て
気
分

も
落
ち
込
む
季
節
。
し
か
し
、
雨
が
降
ら

な
い
と
作
物
が
育
た
ず
、
農
家
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
雨
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
雨

乞
い
の
宮
」
と
呼
ば
れ
る
早
鈴
神
社
を
紹

介
し
ま
す
。

早
鈴
神
社
と
は

隼
人
町
小
浜
の
埒ら

ち
う
え上
集
落
に
あ
る
鎮
守

の
森
、
そ
の
中
に
た
た
ず
む
の
が
早
鈴
神

社
で
す
。
嘉か

吉き
つ

４
（
１
４
４
４
）
年
に
地

元
の
願が

ん

主し
ゅ

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

忠た
だ

治は
る

に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
と
さ
れ
、
天あ

ま

照て
ら
す

皇お
お

大み
か
み神

、
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
と

ほ
か
11
の
祭
神
を
祭
っ
て
い
ま
す
。
小
浜

地
区
の
中
心
的
神
社
で
も
あ
る
早
鈴
神
社

は
、
戦
国
武
将
・
島
津
義よ

し

久ひ
さ

の
逸
話
を
由

早鈴神社 雨乞いの碑

The gatew
ay to local history

霧島永水4962��☎（57）0713
営業時間／月・火・木・金曜�11：00～ 17：00　土曜・日曜・祝日�11：00～ 20：00
飲食時間／昼の部�11：00～ 15：00　夜の部（土曜・日曜・祝日のみ）17：00～ 20：00
定休日／水曜（祝日の場合は翌日）

霧島高原ロイヤルポーク��産直レストラン「黒豚の館」

黒豚の館 検索

黒豚の本当のおいしさを味わってください。
黒豚の館でお届けする黒豚は、大自然に恵まれた環境で霧島の清らかな水とサツマイモや
独自の飼料で育てています。柔らかで弾力のある肉質と、口の中でとろける脂が絶品。軽くしゃ
ぶしゃぶして、きれいなピンク色のお肉を一口頬張れば黒豚の本当のうま味と甘味が広がります。

黒豚しゃぶしゃぶセットをプレゼント

素
材
は
霧
島
、

大
自
然
が
ス
パ
イ
ス
！

雨乞いの碑

早鈴神社

錦江湾

隼人西IC←姶良市

↓国分

小浜海水浴場

東九州自動車道

日豊本線

※１�神社建築の様式で最も一般的な「流造」のうち、正面の柱が４本あ
るもの。

※２�屋根の板葺きの一種。スギやサワラの手割り板を重ね、竹釘を使っ
て葺き上げる。

※３屋根の頂部に作る棟の両端に鬼瓦の代わりに取り付ける板。

10
文小浜小

労働人口が減り続ける昨今。人の風景の田中さんも調律師の未来を
心配していました。背景には家庭用ピアノの減少も。騒音問題な

どで調律不要の電子ピアノが重宝される現代。耳を澄ませば、職人の手
で調律された美しい調べが聞こえる。そんなまちであってほしい（川床）

全児童の顔と名前が分かる。私もそういう学校で育ちました。取材
で訪れた市内の特認校の子どもたちの元気な姿を見て思い出に

浸っていると、私が「前年まで在籍していた先生に似ている」という理由で
あっという間に子どもたちの人気者に。ビギナーズラックですね（生野）

わくわーくの取材を通して、先を読むことの大切さを実感。「私も早
速家に帰ってネットで流行をチェックしよう」と意気込み、職場の

パソコンを閉じようとしたら机の上には書類が山積み…。広報誌作り
新米の私の場合は、先を読む前にまず目の前のことからですね（岩澤）

新元号「令和」を迎えた５月１日、婚姻届を提出するカップルを取
材。時代と人生の節目でこの日を選んだお二人。それぞれのカッ

プルが互いに話し合った「理想の家庭」を築いていってほしいと感じま
した。55組のカップルの皆さん、いつまでも仲良くお幸せに（種子島）
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各
方
面
で
活
躍
中
の
ミ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
日
替
わ
り
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

土
曜
の
夜
は

お食事
お一人様

2,160円
おつまみ盛り合わせワンプレート＋

ビュッフェ食べ放題
（おにぎり、焼きそばなど）

小学生以下半額、
幼児は無料

税込

音楽ライブ
付き

出
演
ア
ー
ティ
ス
ト

▪
７
月
６
日��M

aybe's

／
▪
７
月
13
日��

ジ
ミ
ー
入
枝

▪
７
月
20
日��The Bogies

／
▪
７
月
27
日��

末
原
康
志
セ
ッ
シ
ョ
ン

▪
８
月
３
日��

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
／
▪
８
月
10
日��BO

N
 D

X

／
▪
８
月
17
日��A

m
ustas

▪
８
月
24
日��

ノ
ン
キ
ー
山
田
／
▪
８
月
31
日��

種
子
田
博
邦 

＆ 

徳
田
し
ず
か

飲み放題
アルコール飲み放題

お一人様

2,160円
ソフトドリンク飲み放題

お一人様

1,080円

税込

税込

2時間

2時間

西郷公園（鹿児島空港前）
〒899-6404　霧島市溝辺町856-1��TEL�0995（55）1515��FAX�0995（58）3621

国分駅からの送迎あり
国分駅18：00出発、西郷公園20：30出発

※駐車場は西郷公園第2駐車場（姶良地区歯科医師会口腔保健センター隣接）をご利用ください。

◎お問い合わせ、ご予約は
バレルバレー PRAHA & GEN　ＴＥＬ 0995-58-2535
URL : http://praha-gen.com/

要予約

ご
好
評
に
つ
き
今
年
も
開
催
！

早期ご予
約で、ア

ルコール
飲み放題

・お食事
のメニュ

ーが

8％サービスの2,000円ポッキリ

西
郷
公
園

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

毎週土曜日限定18：00～21：00
（ラストオーダー20：30）

開催期間

7/6土～8/31土◀

Kirishim
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